
＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 環境管理課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【重点】水、大気、土壌などの保全対策の推進

指標名
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 67.0 73.0 79.0 85.0

現況値 実績値 83.8 88.9 98.8

目標値 達成率 125.1% 121.8% 125.1%

備考 達成度 5 5 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の環境基準達成率

55.7％（2017～2019年度の加重平均）

85.0％

・児島湖の水質改善の促進
・晴れの国ブルースカイ事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

公共用水域の環境基準達成率は、河川（ＢＯＤ）で96.8％、海域（ＣＯＤ）で40％であった。児島湖（ＣＯＤ）については、近年
は横ばい傾向で推移しており、依然として環境基準の達成には至らなかった。
環境大気の環境基準達成率（2023年度単年）は光化学オキシダント以外の全ての物質で100%であった。光化学オキシダントについ
ては、依然として0％であった。

工場・事業場に対しては、水質汚濁防止法や大気汚染防止法などの関係法令に基づく立入検査を実施するなどして、排出基準等の
遵守徹底を図る。
児島湖対策については、下水道整備などの生活排水対策や啓発事業に加え、Ｌ字型肥料への転換促進による農地からの汚濁負荷量
の削減、生物による水質浄化、環境用水利権の取得に向けた協議等を進める。
微少粒子状物質対策については、工場・事業場の固定発生源対策などを講じるほか、微少粒子状物質の原因となる稲わらの野焼き
を低減させるための取組を推進する。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 治山課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【重点】花粉の飛散の低減に向けた取組の加速

指標名 少花粉スギ・ヒノキ苗木による植替えの割合
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 97.0 98.0 99.0 100.0

現況値 実績値 99.6 99.4 99.8

目標値 達成率 102.7% 101.4% 100.8%

備考 達成度 4 4 4

指標名 少花粉スギ・ヒノキ苗木による植替えの面積
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 177 358 539 720

現況値 実績値 131 334 557

目標値 達成率 74% 93.3% 103.3%

備考 達成度 2 3 4

３ 関連する事業名

・少花粉スギ・ヒノキ普及加速化事業

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

96.6％（2019年度）

100.0％

140ha／年（2019年度）

720ha（４年間累計）

目標値は2021～2024年度の累計

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

少花粉スギ・ヒノキ普及加速化事業（県単独事業）等による助成により、少花粉スギ・ヒノキ苗木による植替えが促進され、2023
年度の植替え率は99.8％で目標の99％を上回る成果を上げている。
また、植替え面積についても557ha（３年間の累計面積）で目標の539haを上回る成果を上げている。

伐採・再造林の連携を促進する検討会等の開催や、少花粉スギ・ヒノキ苗木の安定供給などにより植替えを推進し、面積の増加を
図る。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 脱炭素社会推進課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【重点】温室効果ガスの削減に向けた取組等の推進

指標名 電気自動車等の普及台数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 803 1,403 2,103 2,803

現況値 実績値 1,405 3,705 5,980

目標値 達成率 175% 264.1% 284.4%

備考 達成度 5 5 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

5,797台（2019年度）

8,600台

2023年度：11,777台（達成率は現況値からの増加数で算出）

・電気自動車普及促進事業
・省エネアドバイザー派遣事業
・協働による環境学習推進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

ＥＶ車両を導入し、ＰＲに協力いただける事業者への支援を行うとともに、ＥＶ導入の利点や充電マナー等に関する情報発信に取
り組み、急速及び普通充電設備の設置を支援することにより、電気自動車等のさらなる普及拡大を図ったことで、ＥＶ等の普及台
数が目標を上回ることができた。

引き続き事業者等へＥＶ車両の導入、急速充電設備及び普通充電設備の設置を支援するとともに、ＥＶ導入の利点や充電マナー等
に関する情報発信に取り組むほか、令和5年度に策定した岡山県充電環境整備ビジョンをあらゆる主体に周知することで、電気自
動車等を安心、快適に利用できる環境の整備により、電気自動車等のさらなる普及拡大を図る。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 土木部 都市計画課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【重点】生活排水対策の推進

指標名 汚水処理人口普及率
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 89.7 90.6 91.3 92.1

現況値 実績値 88.2 88.6 89.0

目標値 達成率 98.3% 97.8% 97.5%

備考 達成度 3 3 3

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

将来人口の減少等社会情勢の変化を踏まえ、各施設の統廃合や分担エリアの見直しなど適宜対応する。

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

87.3％（2019年度）

92.1％

・児島湖流域下水道事業
・浄化槽設置促進事業
・農業集落排水事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

指標の目標は達成できなかったが、クリーンライフ100構想に基づき、汚水処理施設の普及向上が図られている。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 循環型社会推進課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】循環型社会形成の推進

指標名 一般廃棄物の排出抑制・資源化率
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 96.4 96.6 96.8 97.0

現況値 実績値 96.4 96.5 96.7

目標値 達成率 100% 99.9% 99.9%

備考 達成度 4 3 3

指標名 産業廃棄物の排出抑制・資源化率
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 95.7 95.8 95.9 96.0

現況値 実績値 95.8 95.9 95.9

目標値 達成率 100.1% 100.1% 100%

備考 達成度 4 4 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.5

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

96.3％（2018年度）

97.0％

95.6％（2018年度）

96.0％

・食品ロス削減促進事業
・プラスチック３Ｒ推進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

事業系食品ロス削減の一助として食品関連事業者とフードバンクをつなぐマッチングサービス「おかやまフードトリップ」の運用
を開始し、利用促進に向け周知を図った。また、食品ロス削減月間キャンペーンや、大学生による小学生向け出前授業の実施など
により、食品ロス削減意識の醸成を図るとともに実践を促した。
ファジアーノ岡山と連携し、ワンウェイ（使い捨て）プラスチック削減キャンペーンを実施し、プラスチック３Ｒの意識醸成を図
るとともに、プラスチック３Ｒを宣言して具体的な取組を実践する事業所を登録する制度により主体的な取組を促した（2023年度
末時点の登録事業者数：1,325事業所）。

食品ロス削減意識の醸成とともに、具体的な行動を促し、習慣化につなげる必要がある。
プラスチック３Ｒの啓発等については、海洋プラスチックごみ問題の観点から、海ごみ対策事業と連携しながら効率的に取り組む
必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 循環型社会推進課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】きれいな生活環境づくり等の促進

指標名 晴れの国クリーンアップおかやま登録団体数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 22 32 42 52

現況値 実績値 51 69 87

目標値 達成率 231.8% 215.6% 207.1%

備考 達成度 5 5 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

28団体（2019年度）

80団体

2023年度：115団体（達成率は現況値からの増加数で算出）

・きれいな生活環境づくり促進事業
・産業廃棄物監視強化対策事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

郷土岡山がきれいで美しい地域として誇れるよう、地域における清掃美化活動を活性化するため、環境保全団体等が行う清掃活動
や花いっぱい運動等の環境美化運動に対する支援を行うほか、県内のごみ拾い活動を見える化するウェブページ「晴れの国クリー
ンアップおかやま」の活用を促進している。
ごみの不法投棄防止のため、産業廃棄物監視指導員による巡回監視や民間警備会社に委託しての休日・夜間等のパトロールの実施
など、監視体制を強化して早期発見・早期対応を図っている。

環境保全団体等と連携して地域における清掃活動の活性化や意識啓発等を促進するとともに、県民一人ひとりに対し、ポイ捨てを
行わない等の意識の醸成を図っていく必要がある。
引き続き、不法投棄防止のための監視を徹底し、早期発見・早期対応に取り組む必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 循環型社会推進課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】海ごみ対策の推進

指標名 海ごみ関係の啓発事業を実施している市町村数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 4 8 12 15

現況値 実績値 13 15 15

目標値 達成率 325% 187.5% 125%

備考 達成度 5 5 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

12市町村（2019年度）

27市町村

2023年度：27市町村（達成率は現況値からの増加数で算出）

・おかやまの美しい海、海ごみクリーンアップ事業
・プラスチック３Ｒ推進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

海ごみ・プラごみ削減フォーラムの開催等により、海ごみの回収・発生抑制に向けた意識の醸成を図った。また、回収活動が自発
的・継続的に行われるよう、地域の実情に応じた回収活動のモデルづくりに取り組んだほか、清掃ボランティア活動が活発化する
よう、市町村と連携し、回収後の河川ごみ等の運搬・処分を支援した。
瀬戸内４県と日本財団との連携プロジェクトである「瀬戸内オーシャンズＸ」においても、多様な主体と連携し、海ごみ対策に取
り組んでいる。

海ごみの発生抑制については、海に流入する前に河川等で回収することが有効であることから、地域における自発的かつ継続的な
回収活動のモデルづくりを推進し、県内全域に広げていく必要がある。
引き続き、市町村をはじめ、経済団体、地元町内会、学校等とも連携し、県内一丸となって海ごみ対策を推進する。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 脱炭素社会推進課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】地域ぐるみで進めるスマートコミュニティの推進

指標名 県内で新エネルギーを核とした地域づくりに取り組む地域数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 4 6 8 10

現況値 実績値 0 0 2

目標値 達成率 0% 0% 25%

備考 達成度 1 1 1

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

1.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

９地域（2019年度）

19地域

2023年度：11地域（達成率は現況値からの増加数で算出）

・市町村脱炭素地域づくり支援事業
・おかやま再生可能エネルギー導入・活用支援事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

市町村のニーズを踏まえ、支援事業の拡充を図ったことにより、新エネルギーを核とした地域づくりに取り組む地域の拡大が図ら
れた。

各市町村の環境担当部署だけでなく、政策担当部局をはじめとする脱炭素地域づくりに関連する関係各所に広く取組の周知・働き
かけを行うなど、市町村との連携をより強化する必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 環境文化部 自然環境課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】自然や優れた景観を保全し活用する取組の推進

指標名 身近な自然体験プログラムの参加者数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 28,500 29,000 29,500 30,000

現況値 実績値 26,840 33,059 38,873

目標値 達成率 94.2% 114% 131.8%

備考 達成度 3 4 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

28,636人／年（2016～2019年度の平均）

30,000人／年

・みどりふれあい事業
・自然保護センターの運営管理

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

みどりの少年隊をはじめとする児童・生徒らが一堂に会し、植樹作業や野外体験活動などを通じて交流する機会を設けたり、自然
保護センターにおいて自然観察会や自然体験など様々なイベントや企画展示を展開し、７年連続で入場者数３万人を達成するなど
、自然を保全し活用する取組を進めることができた。

みどりの少年隊について会員数の維持・増加や活動の促進を図るとともに、自然保護センターについて親子連れや障害者などがよ
り利用しやすい環境を整え利用者増加のための取組を強化することにより、自然にふれあい親しめる機会を増やし、県民が自然へ
の理解を深め、保全に対する意識を高めていく必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 林政課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】快適な森林環境の創出と県民参加による森づくりの推進

指標名 森づくり活動への参加企業数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1 1 2 2

現況値 実績値 2 3 3

目標値 達成率 200% 300% 150%

備考 達成度 5 5 5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

26社（2019年度）

28社

2023年度：29社（達成率は現況値からの増加数で算出）

・快適森林環境創出事業
・企業との協働の森づくり事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

企業のニーズを把握し、活動対象森林が所在する市町村とのマッチングを図ることにより、企業と市町村との間で、森林保全に係
る利用協定締結を推進している。

企業がＳＤＧｓに取り組む一環として、森林保全活動に関心を有するケースが増えており、その多くがいわゆる植樹活動を要望し
ているが、植樹可能な活動対象森林が限られており、マッチングに苦慮するケースが多い。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 農産課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】環境保全型農林水産業の推進

指標名 化学肥料・農薬の低減に取り組む面積
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 665 670 675 680

現況値 実績値 619 602 652

目標値 680ha 達成率 93.1% 89.9% 96.6%

備考 達成度 3 ※2 3

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

655ha（2019年度）

・おかやま型みどりの食料システム戦略推進事業
・環境保全型畜産確立対策推進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　市町村と共同で策定した「岡山県みどりの食料システム戦略基本計画」に基づき、おかやま型みどりの食料システム戦略推進事
業等を活用し環境保全型農業を推進した結果、取組面積は652haに拡大した。また、資源リサイクルを推進する面から、耕種農家
等に県内畜産農家のたい肥生産情報を提供し、資源の有効利用を進めた。

　引き続き、市町村等と連携した有機農業の取組拡大や化学肥料・農薬の使用低減、県内たい肥の有効利用など、環境負荷低減に
よる環境保全型農業の取組拡大を進める必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 土木部 建築指導課

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

戦略プログラム 快適な環境保全プログラム

施策名 【推進】空き家の適正管理、利活用の推進

指標名 空家等対策計画策定済市町村数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 4 6 8 10

現況値 実績値 7 8 9

目標値 達成率 175% 133.3% 112.5%

備考 達成度 5 5 4

３ 関連する事業名

・おかやま空き家対策推進事業

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2024年度　施策評価シート(2023年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

17市町村（2019年度）

27市町村

2023年度：26市町村（達成率は現況値からの増加数で算出）

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

空家等対策計画の策定数が増えたことで、市町村に空き家対策の具体的な目標ができ、各市町村が空き家施策に取り組みやすくな
った。
空き家の除却については、空家等対策計画の策定により空き家除却対策に係る国費の活用要件を満たす市町村が増え、市町村の費
用負担を抑えながら施策推進を図ることができた。
また、空き家の利活用については、市町村担当者向け説明会の開催や活動している地域への働きかけの継続等により、新たな地域
においても、空き家対策の動きが見られるようになってきた。加えて、市町村が実施する空き家相談会等へ延べ12名の専門家を派
遣した。

空家等対策計画の未策定の市町村へ策定を促し、各市町村の総合的な空家施策の推進を図る必要がある。
空き家の除却については、市町村に国費の活用を促すことで除却補助制度の効率化を図り、保安上危険となるおそれのある空き家
等の除却を促進する。
空き家の利活用については、引き続き市町村に対し事業の周知を図るとともに、積極的な活用を促すことにより、地域及び市町村
の空き家利活用に向けた体制づくり等を支援する。
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